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【概要】
○ 3⽉9⽇、当社当直員による窒素ガス分離装置の現場パトロールにおいて、窒素ガス分離装置

（以下「当該装置」）（Ａ）の⾳が通常より⼤きくなっていることを確認し、調査したとこ
ろ、当該装置（Ａ）の空気圧縮機が吸い込む空気の圧⼒を調整する弁（以下「当該弁」）か
らの⾳が、通常よりも⼤きくなっていることを確認しました。

○ 窒素ガス封⼊設備においては、当該装置（Ａ、Ｂ）2台運転を⾏っていたものの、当該装置
（Ｂ）1台運転にした場合においても、1〜3号機の総封⼊量（約66Nm3/h）を満⾜すること
から、同⽇（3⽉9⽇）午後7時40分、念のため、当該装置（Ａ）を運転状態から待機状態に
変更し、当該弁の分解点検を⾏うこととしました。 （以上、3⽉11⽇お知らせ済み）

○ 3⽉16⽇、当該弁の分解点検の準備が整ったことから、当該弁を予備品と交換し、当該装置
（Ａ）の試運転を⾏い、同⽇（3⽉16⽇）午後3時6分、当該装置（Ａ）の運転状態に問題が
ないことを確認しました。

○ 当該装置（Ａ）から取り外した当該弁の内部を確認したところ、内部の部品（Ｏリング）が
損傷していることを確認しました。（スライド2 図3参照）

○ 現時点において、当該装置（Ｂ）の当該弁について、通常よりも⾳が⼤きくなっていると
いった状況は確認されていないものの、念のため、当該弁の交換作業を３⽉20⽇に実施する
こととしました。なお、窒素ガス封⼊設備においては、当該装置（Ｂ）を停⽌し、当該装置
（Ａ）1台運転にした場合においても、1〜3号機の総封⼊量（約66Nm3/h）を満⾜いたしま
す。

○ 当該装置（Ｂ）の当該弁交換作業にあたっては、プラントの運転状態、および原⼦炉格納容
器内の⽔素濃度が、運転上の制限で定める2.5％以下を満⾜していること等、適切に監視を
⾏いながら、慎重に作業を実施いたします。 1
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＜参考＞当該装置（Ａ）において損傷が確認されたＯリング
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図1.空気圧縮機イメージ

図3.当該弁のピストン部品
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＜参考＞系統構成
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※ 3⽉11⽇の資料から訂正 ︓追記 ︓削除


